
１．はじめに 

 作物を育てる場合，住んでいる地域の大気環境，土

壌環境，生物環境など様々な要因によって，育て方が

変わってくる。環境を考慮した作物の栽培をするため

には，日常の管理方法を工夫し，最適な栽培方法を見

付け出していくことが大切だと考える。そこで，地域

の特色や学校環境の実態から，自分のテーマを決定し

その作物に最も適した栽培環境・方法を考え，テーマ

を達成できるように栽培計画を立て，実践することを

通して，環境に配慮した考え方と栽培技術を身に付け

させたいと考えた。 

２．題材について 

（１）地域・学校の特色と生徒 

 秋田県大館市は，北東部出羽山地を縫って流れる米

代川と長木川の清流沿いに開けた大館盆地に位置して

いる。秋田市や県南と比べ春は低温の期間が長く，桜

の咲く時期も２週間ほど遅れる。地域の農作物ではと

んぶり，ねぎ，山の芋，なし，りんごなどである。 

環境に対する取り組みも盛んな地域で，ゴミの減量

化にも取り組んでいる。その一環として大館市コンポ

ストセンターでは，排出されるもみがらに市内の生ゴ

ミと家畜糞尿を混合し，堆肥化した有機質肥料「土っ

恋しょ（どっこいしょ）」を，市内のＪＡを通して販売

し農家に利用されている。 

本学区内は商業地域でありながらも，自家用及び販

売用として野菜を栽培している家庭がおよそ７割と多

いので，生徒にとって野菜栽培は身近なものであると

思われる。また本題材の事前調査によると，自らの手

で作物を育てるという体験は少ないものの，農業や園

芸はとても大切であると考え「何か作物を育ててみた

い」と考えている生徒は多くいる。 

一方，本校には露地栽培が可能な畑はあるが，他教

科で使用しているため今年度は使用できない。そこで

校舎と畑の間のスペースを利用して容器栽培を行うこ

とにした。 

地域の特色と学校の環

境条件を考慮し，育成し

たい作物に最も適正な育

て方を考えさせ，実践さ

せることにした。 

（２）題材の構成（網掛け部分は，内容Ｄを含む） 

栽培と生活（２時間） ・ インターネットの利用 

栽培の基礎（４時間） ・ よい土の条件と管理作業 

・ よい苗の作り方と播種 

コンピュータ活用の基礎（３時間） ・ ソフトウェアの使い方 

野菜の栽培（２時間） ・ 栽培計画の立案 

土づくり（１時間） ・ 培養土 

作物の定植（１時間） ・ 栽培記録  

生物育成と情報のまとめ(３時間） ・ 栽培学習のまとめ 

 

３．実践 

（１）栽培の基本的な考え方 

本題材への導入段階では，生徒に生物育成への意欲

東北をもっと好きになる！  技術分野の実践例・授業提案  

地域と学校の特色を生かした 
みんなで高め合う栽培活動の実践 

作物を栽培するにあたり，地域の特色や学校環境を考慮し自分のテーマを決定した。栽培する作物

に最も適した栽培環境・方法を考え，テーマを達成できるように栽培計画を立て，実際に作物の栽培

を行った。また話し合い活動を意図的に学習に取り入れた。その結果，生徒は自分の意見を言ったり，

相手の意見を自分の栽培に生かそうとしたりするようになり，習得した技術を生かし，地域の特色で

もある環境に配慮した考え方を見付けることができた。 

―３０―



生徒のレポートの一例 

や興味・関心をもたせるために，地域の作物栽培の様

子や特有の作物について情報を収集させ，それと合わ

せて地域の特色についても確認させた。 
実際の土づくりの際には地元の関係機関と連携し，

土の栄養分の測定方法や，元肥と追肥，日常の管理な

どについて適切な知識を身に付けさせることができた。

特に学校の畑の土は栄養化が少ないため，地域特有の

肥料である「土っ恋しょ」を元肥として使用し，土の栄

養分を高めた。 

 
（２）栽培の実際 

①地域の特色として春は

低温の日が多く，あわ

せて地域の栽培状況や

収穫時期を考慮し，種

まきを五月中旬に行っ

た。 
 
②栽培計画を立てる際には，自分のテーマ（収穫量を

上げる，大きなトマトをつくる，甘いトマトをつく

るなど）に迫ることを目的とし，地域の特色とそれ

まで積み重ねてきた栽培の基礎的な知識とを踏まえ

て，栽培計画表づくりを行った。 
 
③課題解決の過程では栽培テーマが近い同士で班をつ

くり，話し合い活動を意図的に位置付けることで，

個の学びが高まり，合わせて全体の学びが高まるこ

とを目指した。話し合いの際には意見の根拠が明確

になるように，既習の知識や技術，解決途中で出て

きた疑問や新たな課題を示し，意見を述べるように

させた。また，班で解決した疑問や課題については

できるだけ全体でも

取り上げ，個や班の

学びが全体への学び

へと結び付くように

配慮した。 

 

 

４．成果と課題 

地域や学校の特色を生かし，高め合うための話し合

いを意図的に取り入れた学習を積み重ねた結果，生徒

が作成した『栽培レポート』は，それまでの調べ学習

や話し合い活動で身に付けた知識や技術と，テーマの

達成に向けた主体的な取り組みから考え気付いたこと

を踏まえた内容に変わってきている。 
 

地域や学校の特色を生かし，テーマごとに種類の

違う作物を育てていきたいと思っていたが，予算や栽

培する場所の関係から，全員共通の作物を育てること

になってしまった。今後は地域や学校の特色を生かし

ながら，自分のテーマにあった作物を栽培させたい。 
今後学習で取り上げる栽培方法としては，地域で行

われている露地栽培を主に取り上げたい。また，必要

に応じて容器栽培や養液栽培を取り上げることも考え

られるが，その際にも，できるだけ地域の特色を生か

した作物づくりを行っていきたいと考えている。 

秋田県 
２ 

( 大館市立東中学校 斉藤誠良 )
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